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超し十は栽培法の進歩となっているが,栽特上問題となる貢を述べ,これに対 して我 々H本uj

技術者が採 った策にふれてゆきたいと思 うo 従って森/li氏や杉本氏の報 告と市損する左がある

か もしれないことを手王)お断 りして御 子 承を得たいと思 う-

Ⅰ 土壌還元の進行とその対策

マラヤにおける稲niUJ現況についてはすでに述べ られたとお り多 くU)低収Jj要関を もってい

るが,稲めd:.理の[[-而 らゝみて最 も閲題と考え られるのは,高温下完全な湛水条件,いいかえれば

きわめて強い還元伏態下で栽培 され ざるを得ないとい うことである｡熱帯の稲f′日こ共通す るこ

とであろうが,かんがい設備U)不備 U)ため雨期を待 って水を調えて稲作に入るので廿l植期が近

づいた水田は満 々と水を湛えて一雨 の湖水のようになっており, 30oC を越える気温.frでは直

ちに還元の進んだ水冊 失態 となる｡植艮地 時代の本国である英国は稲作の経験はな く,稲は水

を湛えておけばできるという偶念で稲r臣こ臨んだ｡その指導が受 けつがれている点に問題があ

るOマラヤにおいては-邦では漕猷設備が完備 されており,役所 も漕翫専任の部局ができてい

るが,折角の設備 も水をかけることのみに終 って排 水を考えていない｡マラヤ滞在 中 マラヤに

おける穀倉 といわれている 北部の Kedah州の州政府が開いた 農業展示会を 見る機会を 得た

が,そこに出されている漕献設備の模型は｢1本でいう冊越 し漕潜で, 吊か ら旧への 掛流 し横

柄であった｡濃削設備 とはか くあるべ Lという艮示がこのような ものであることをみて も,棉

作における水に対す る考え方がいかに里純であるかが分る｡雨が降 らな くて も水を入れ うるこ

とを除けば,漕献設備があって も紬呆的には雨期の水をためるのと同 じであり,水路に水が入

れ ばその交配する地 域 の一一一方か らしだいに水が入り,一両の水となるのである′｢熱帯であるか

- 38-



六木が くれば雑草甘藍 ＼こべ き鍋で戊 封 情 一 二jL,二-吊植前:二′畔 ｣倒 し.す き込む こと･:三両込U･)

とお りであ る ｣ 場 合によ って.'まトラ クター.'r_よろ賃耕が行なわれているが, これノ悠 Tajak で

(lJリ倒すかわ :).二木i= 二-ロ- /i-ベ- クーで規律耕起 TJ,耕起 し,-1か き/㌻同時 に行だ J)よJlな

らU)で , いずれ に して も二5,3最 LI)'jr:.LJ)雑草:三水Ⅲ 巨にす き込 まれ ろ

く川日用勺には 'L'L:･申 水稲/:とっ くることがで きるU)であるか らi:1本JJように -･j牛二IL1机ノ工'Jな くて

もよいのであるが,精 畏は水が入れば直ち にⅢ植/rL-す る｢ /Jr巨工人れてす ぐ=相を した日と. し

ば らくたってか ら皿植 ノこしたHiでは活 着が全然 異 る再である ujんこヾ りと遅 く捕えた冊は頼 ･ユlJ)

て活 着 が悪 く,場合によってはず り込み陳 にな って空 くLL･_台を停 H･_して しまう｡我 々ujいた試

験場 において も試験 区を植えた後で 番外を植えていたレ)であるが,番外 は画然 と試験区と区別

がつ くほど活着が悪か った 移植 ['再三r:まJl車iLiJujよう二 Kukukambing で行なわれ ろが, これ /

･'L-岬 J､ろと非 常 に 深椿 にな りやすい 且還元と深植によ り活着 .7まきわめて遅 くな る｡森谷 氏 が

あることが分る. 浅槌 によって活着 Ljj様相はt!:.常となるが Kukukambing を用い るか ぎり望

めない,二､佐藤静夫氏は Kukukambing が深 く入 ら ないように stopperノ二つ :ナて 深梢,三･防 lUr

ることを試み,現地側か ら非常な好評,-_r-I得た

還 元U)防止 策と しては根本的には排 水/1-行なえるようにす ることが必要であるが, これがL.''

㌔)ない ′rHでは耕起法 U)改 吉, すなわ ち闇値前 uj水U)くる前に耕起 して乾 し, 土壌/工-十分に

porousに してさ甚水後急減 に還 元状態 にな ることを 防 ぐことがよ く, そのほか 日本で用い られ

るL肘 j~車によって車耕す ること,培｣雄三によ り培 土す ることなどが 考え られ.る｡ これ らU)ノノ証

左Jと,?,''ことが従来レJ不耕起U)まま しろか き し,雑草 もす き込む力~法 に こら-て効 果U)Li:)ろ 二と

悠森 '(子氏U)試験 によ って 示 されていろ 我 々U)いた BukitMerah u)試験場で 1960年o) off

season u)移植rl直二試験場 U)悶場 仝吊/r-/トラクターで 耕 起 させたが こ汀 によって 極端 な活着 不

良は防ぎ得たようにみえた

Il 生 理 痛

還元 と闇係があると思:i)/ilノる塵告 と して Pellyakithlerah があるC こ/iLには 2一)U))･.叛 ミあ

り,--∵工ま下葉ujJLtLr釦こ暗褐色U)斑点が現われ, しだい烏 広が って付,-jして ､.るもvljであ り,他

は斑点が出ず下 葉U)先端か ら亦黄 色に変 'LLして しだいに葉身全休に反ぶ もU)である｡.いずれ,J〕

症快 も )十十 )制と 出触期の 2つU)stage に発′隼 し辛 γいようであるOこしノ);:つ 悠 ･杖U)(臣封 11

時 にみ られ ることがあ る I また晶析間 に抵抗性uj差があるようで自律uj試肋圃場 で多 ＼こJ)王統

が植 えてある場L'?,系統U)列によって 発隼の程度が明 らかに畏 ることが親察 された｡末梢 は 日

本 U)亦11-信二獅す ろもuJと思十れ セ イ｢コンレ)Bronzing,ジャワU)Mentek li:どともJF∴通点,I::

什十るもrJ)で:i-t7汗,I:一 室 JZjまで 工 刷 上 lう… lZing∴Mentek 二一Jい て1狛 巨 )文 献か J,:LIJ)帖扶
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を記すと次のようである｡

赤枯 :3つの型に分けられる｡

Ⅰ型 :葉色が濃緑となり下葉の先端から赤褐色の斑点が生 じ全体に拡がる｡排水不良の腐

植過多の低湿田に発生 しやすい｡ 還元の進行に伴 う有機酸, 硫化水素などの発年により助長

され,カ リの施用によって軽減 され,排水 も効果がある｡ 分けつ期に発生する｡

Ⅲ型 :下葉の中肋およびその周辺が黄化 し,その後褐色の斑点が出る｡ Ⅰ型 と同様な条件

で発生するがカ リ施用の効果は少ない｡

Ⅲ型 ･.下葉に細い赤褐色の斑点を生ずる｡梓某部の節に黒色の組織がみられるQ 酸性火両

灰土壌を開田した年に発生 しやすい｡土壌の還元が進まな くても発生す るが還元によって促進

されるoP,K の欠乏,N の過剰によって促進 され,堆肥施用で顕著に抑制される｡ 分 けつ期

か ら出穂期にかけて発生する｡

Bronzing:品禾酎こよって発生の症状が異なるといわれるO 発牡する土壌 により 2つの型に

分けられる｡第 1は砂土あるいは砂質の水田に発生するもので移植後 1- 2週間で発生する｡

若い葉の凋落が起 り,古い葉に褐色の斑点が出る｡ 第 2は boggy地帯に発生するもので移植

後 1- 2か月で発生す る｡初期はカ リ欠あるいは リン欠に似た症状を示 し,ゴマ-ガレ病の発

fj-:_もみられる｡ いずれの場合も根の発育が抑えられてお り,根の障害を通 しての体内栄養のア

ンバ ランスにより発生するものと考えられている｡

Mentek:本 田初期か ら分 けつ期にかけて 外側の葉身が赤色あるいは黄色に変ずる｡ 症状が

進むと仲長期に葉身は赤変 して枯れ上 り,梓は伸びず,遅発分けつは扇状となり出穂不能で終

る｡沖積重粘土地糧で リン酸の欠乏 している地帯に発生が多 く,また天候との関係 もみられ,

雨期が早 くきて雨量の多い年に発生が多い｡

PenyakitMerahの発生原因については適確な要因を指摘することはむずか しい｡ Lockard

はマラヤ滞在 3か年の問,砂耕試験を主 とする水稲の各種養分欠乏症の試験を行ない,本庄発

く生の要因を鉄の過剰ではな く,窒素, リン酸,カルシウムの欠乏により窒素代謝が異常となっ

て発生するものとし,斑点型のものはさらにマンガ ン欠乏が加わったものとの結論を下 してい

るが,果 してこのように無機養分の欠乏だけで簡単に割 り切れるものかどうかは疑問であり,

とくに窒素の欠乏を要L)舶こあげている点について疑問が残る｡筆者の観察 した範囲では,発/i

している水稲が窒素欠乏であるとみなされ るものはなかった｡ 佐藤静夫氏は排水によって本病

が軽 くなることをみ,また ProvinceWellesleyで本病が多発 した時, 州の農務長官の指示で

用水を一一時止めることによって軽減することができた事実か ら,湛水還元が発/i-_の転機である

ことは碑かであるが,如何なる経過でかかる変色を起すかは分 らない｡ ｢二1本における赤枯病の

研究か ら還元に伴 う何 らかの有書物質の吸収,あるいはそれに基づ く養分吸収の阻膏 などを通

じて呼 吸系γ)異常転換,異常昂進か ら発色現象に至ることは予想される｡ 一方松島氏は本病発
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律.稲に線虫oj寄牡が異常に 'Jい ことか ら線虫がその刷ノ｣ではないかと]侶命され, 国 号氏がこしJ)

工巨こ誹,潤 されたが適確な結 論:ま卜しえないようであろ

川 稔 実 の 不 良

熱帯地)j-a)稲†′早ま稔尖が-一転にイこ艮であl),マラヤにおいて も森 谷氏し′)調査にあるよう.二側

外ではない｡メイ虫そU)他レつ告虫U)被 告を除けばこれノも主たる刷 刃は 還 元によるも,J_)ではない

かとJilj再Lる｡ -一般にイン ド型は穂が人きく頴 伎数が彰いこ したがって入れノ物にはこと欠かな

いしノ)で内容の不足が不稔を起 しているもU_)と思われるし./晶HtL下U_)て持L典であるた跡 甲1Jiと同 化U)

比 U)能率U)悪 さもあり,またインド_J!,I-JT.が一般に室素に対 し耐 肥性が低 く室素 週/ilによる/桐'utも

]5',i･_られ.るが, PenyakitMerah 右起すよ う な 瑞境下に おかれ.ているため, こU)不良瑞 境に

耐えるた:J)にエネルギー的にロス÷ している点が大き く.こU〕ためギ持す潤｣問に葉身の寿命が短

くなり十分な登熟を得 られないことにもよるしっであろう)_̂TT=者が行なった芳験で入 水後,Lfr二ち

に移植 して還元の進むまでに十 ',,I圧fjl'させたもレ)と,入水後放 出 して還元を遊行せ LLV)でから

移植 したもレ)では,′土台が後者が劣 るU)ほも十,7)/i/,_て矩狛二おいて も劣 っていた

IV 施 月巴 法

て,=･租月現数の多いイ ンド]里 /)特徴に合った施肥法 U)必要性を強調 したい,J稔Jji向上には も 圭

関 しては十 行な試駈t'ま行なわれなかったが,減数 分裂期ない し出穂期J)芋素追肥が稔 尖の向上

に効果 キ 示 した成 精 (杉本,-Ii.E,lJ:栢) もあり,今やと古川iu)牲 牲 U-)畔明と相まって研究が進Fj-1･す る

こと壬∴.JJJj､たい

Ⅴ 耐 月巴 性

一一般にインド型 は 日本二里に くらべて訂刷肥性が拭いといわれノ,こしJ).F.t.JU=闇す る試験は我国で多

く行なわれているが, インド里U)車において も究明 さ,iL/ろべき侶j題であるこ杉本氏U_)試験によ

って も晶種問の差が認L)メ)られノているレ)で荊述U)ノ旭肥法 とU)閑適で 十校,川究が進〆)r-,れろノ､き

ご しり ノノJ Lノ

11 む す び

要するにマラヤ不利′Fの進 歩cl)根本は濯排水,と くに排水設 備C,)完 備にま--)所が人き ∴ これ.

を去班長と して,乾 田耕起,申 耕,竹 上,排水など,還元を促進 しない′Er′与･理f云がとられ ることが

必要で.さらに晶 柿の特伸し′)仲 里と施肥は と くに稔美向 上しノ)たこ加 )rf.rJhi肥沃J)冊先が進 J､′)I,れ 了}

必要:;i)ミあ二十
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